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Abstract
　Two ethanol-preserved specimens of argulid 
branchiuran loaned from the Toyama Science Museum 
(TOYA, Toyama City, central Japan) are identified as 
Argulus japonicus Thiele, 1900. These specimens were 
collected in Toyama Prefecture and represent a new 
prefecture record for A. japonicus in Japan. One 
specimen (TOYA-Cr 23793) was an ovigerous female 
taken from a goldfish Carassius auratus (Linnaeus, 
1758) reared in Taikoyama, Imizu City, on 31 August 
1982, and another specimen (TOYA-Cr 23794) was an 
adult female collected in Hongo, Toyama City, on 28 
September 1996 without its host record. In both 
specimens, a single plumose seta is present on or near 
the posterior margin of each coxa of the first legs, 
which is a character to distinguish A. japonicus from a 
morphologically similar, congeneric species, A. 
coregoni Thorell, 1864 that has 4–9 plumose setae on 
each coxa. The specimens also have 51 or 52 
supporting rods in each marginal membrane of the first 
maxillae, and these numbers are different from those 
(60 or more) of supporting rods reported from A. 
coregoni.

はじめに
チョウ Argulus japonicus Thiele, 1900はチョウ

科チョウ属エラオ類で，淡水魚の外部寄生虫であ
る（長澤，2009; Nagasawa, 2011）．わが国の天然
水域では，主にコイ目魚類に寄生し（Tokioka, 

1936a；武田ほか，2000；長澤ほか，2009, 2012, 

2013, 2023, 2024; Nagasawa, 2011, 2017, 2019; 

Yamauchi and Shimizu, 2013; Nagasawa and Sato, 

2014; Nagasawa et al., 2018, 2021, 2023, 2024a；長
澤 , 2023a），国外外来魚でスズキ目のオオクチバ
ス Micropterus nigricans (Cuvier, 1828)（Nagasawa, 

2021，宿主を M. salmoidesと報告）に寄生したこ
ともあり，宿主特異性は厳密ではない．なお，ダ
ツ目のミナミメダカ Oryzias latipes (Temminck and 

Schlegel, 1846)にチョウが寄生したとする報文
（Egami et al., 1988）があるが，チョウに同定した
根拠が曖昧である．いっぽう，人工飼育下でもコ
イ目魚類における寄生例が多く（Thiele, 1904；中
澤，1914; Tokioka, 1936a, b; Yamaguti, 1937；寺尾，
1941；片岡，1955；木村，1960, 1970；伊野波，
1974；富永，1974；宮崎ほか，1976；Shimura, 

1983；高橋，1989；長澤，1990, 2009, 2013, 2018, 

2022, 2023c; Ikuta and Makioka, 1993, 1994, 1995, 

1997; Ikuta et al., 1997；近藤ほか，2003；小川，
2006; Yoshizawa and Nogami, 2008； 長 澤 ほ か，
2009；長澤・宮島，2018；長澤・石山，2019；長
澤・永井，2023），ナマズ目のナマズ Silurus 

asotus Linnaeus, 1758への寄生も知られている
（Nagasawa et al., 2010；山内ほか，2011）．チョウ
は普通，宿主の体表に寄生するが，宿主から離れ
た個体が養殖池（木村，1970）や天然水域（伊藤，
1959; Abe, 1988；岡野，1996；長澤ほか，2009；
合田ほか，2017；長澤・塩野，2024）で採集され
たことがある．また，淡水域のみならず，汽水性
湖沼からも採集記録がある（Nagasawa, 2019; 

Nagasawa et al., 2024a）．チョウの採集記録のなか
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には宿主不明なものがある（Thiele, 1900; Itoh and 

Honma, 1988; Nagasawa et al., 2022；Nagasawa, 

2023b；長澤，2023b；長澤・清水，2024）．
わが国の野生淡水魚に寄生するチョウ属エラ

オ類には，チョウのほかに，チョウモドキ
Argulus coregoni Thorell, 1864 (Tokioka, 1936a; 

Yamaguti, 1937; Hoshina, 1950; Nagasawa et al., 

2014, 2024b; Nagasawa and Ishikawa, 2015; 

Nagasawa and Yuasa, 2020; Nagasawa and Nishimura, 

2025)とモウコチョウArgulus mongolianus Tokioka, 

1939 (Nagasawa et al., 2022; Nagasawa and Okamoto, 

2023)を含む，合計 3種が報告されている．
最近，筆者は富山市科学博物館に収蔵されて

いるエラオ類標本数点を観察する機会があり，富
山県内で採集された 2標本をチョウに同定した．
富山県からは，チョウを含むチョウ属エラオ類の
記録はこれまでにない．そこで，今回観察したチョ
ウ標本を富山県からの初記録として報告する．

材料と方法
チョウ標本は 1982年と 1996年に採集された

各 1個体，計 2個体で，前者は 70%エタノール
液で固定・保存，後者は 10%ホルマリン液で 24

時間固定後に 70%エタノール液に移されて保存
されていた．筆者は，この標本を富山市科学博物

館から借り受け，静岡市にある水族寄生虫研究室
において，実体顕微鏡（Olympus SZX10）と生物
顕微鏡（Olympus BX51）を用いて観察した．まず，
各個体の雌雄を識別し，全長（背甲前端から腹部
後端までの長さ），背甲長（背甲前端から側葉後
端までの長さ），体幅（背甲最大幅）を測定後，
体各部を観察した．また，各個体をラクトフェノー
ル液で透徹し，木製スライド法（Humes and 

Gooding, 1964; Benz and Otting, 1996）を用いて，
第 1胸肢底節後縁の羽状剛毛数と第 1小顎外縁部
の支条数を数えるとともに，生物顕微鏡に取りつ
けた描画装置を用いて第 1胸肢底節を線画した．
これらの作業を終えた後，チョウ標本は富山市科
学博物館に返却され，甲殻類資料（標本番号
TOYA-Cr）として収蔵されている．
本論文で述べるチョウの形態用語は，基本的

に長澤・谷口（2021）に従う．本論文で用いた「第
1小顎外縁部」は，長澤・谷口（2021）とその後
の 3論文（長澤，2023a；長澤ほか，2023, 2024）
では「第 1小顎吸盤縁部」と記された．また「第
1小顎外盤縁部」と誤記されたことがある（長澤・
清水，2024, p. 42，右段，下から 12行目；長澤・
塩野，2024, p. 84，右段，下から 20行目）．

Fig. 1. Argulus japonicus, ovigerous female (5.1 mm total length), TOYA-Cr 23793, collected from a goldfish Carassius auratus reared in 
Taikoyama, Imizu City, Toyama Prefecture, central Japan, on 31 August 1982. A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view; C, coxa 
of first leg, ventral view. The specimen of A. japonicus was soaked in lactophenol, and the coxa (with a plumose seta) of the first leg 
was illustrated with the aid of a drawing tube attached to a phase-contrast compound microscope using the wooden slide procedure. The 
specimen was fixed in 70% ethanol on the day of collection and photographed on 27 December 2024. Scale bars: A, B, 1 mm; C, 0.1 mm.
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結果と考察
標本の採集情報　観察した標本の採集情報は

以下の通りである．
標本 1：抱卵雌 1個体（標本番号 TOYA-Cr 

23793），1982年 8月 31日，富山県射水郡小杉町

太閤山（現，富山県射水市太閤山），宿主：キンギョ

Carassius auratus (Linnaeus, 1758)，寄生部位：記

録なし，採集者：黒田久喜氏．

標本 2：成体雌 1個体（標本番号 TOYA-Cr 

23794），1996年 9月 28日，富山県富山市本郷町，

宿主・寄生部位：記録なし，採集者：井上佳代子

氏．

形態（Figs. 1, 2）　標本 1の全長は 5.1 mm，背

甲長は 3.7 mm（全長の 72.5%），体幅は 3.5 mm（全

長の 68.6%），標本 2の全長は 4.1 mm，背甲長は 3.5 

mm（全長の 85.4%），体幅は 2.7 mm（全長の

65.8%）であった．標本 1 (Fig. 1)の状態は悪く，

体各所が破損していたが，後述するように，第 1

胸肢底節後縁の羽状剛毛数と第 1小顎外縁部の支

条数に基づいて，チョウに同定できた．

両標本の体は背腹方向に扁平；背甲はほぼ円

形か楕円形（標本 2では両側が腹側に折れ曲が

る），背甲前縁は円く，背甲幅は湾入した前側縁

部から少しずつ増した後，後縁に向かって減じ，

背甲後部は 1対の側葉となり，後縁は円い；背甲

前域に 1対の複眼，その後方に 1個のノープリウ

ス眼を有する；背甲側葉は第 1–2胸肢（破損標本

1）または第 1–4胸肢（標本 2）の底節・基節を

覆う；背甲腹面の前部から各 1対の第 1触角，第

2触角，第 1小顎，第 2小顎を具える；第 1小顎

近くの正中線上に前口鞘を有し，口管が続く；背

甲の各側葉に前後 1 対の呼吸区域を有し，前区域

は小さく楕円形，後区域は大きく腎臓形を呈する；

胸部は 4節で，各節側面に胸肢を具える；腹部は

左右の腹葉に分かれ，各腹葉の後端はやや尖る（破

損標本 1）か円い（標本 2, Fig. 2C）．

第 1胸肢底節後縁の羽状剛毛数は左右ともに

各 1本（Figs. 1C, 2D）．また，両標本とも片側の

第 1小顎外縁部の支条数を数えることができ，標

本 1では 52本，標本 2では 51と 52本であった．

70%エタノール液中の標本は薄白色かほぼ白

色，複眼とノープリウス眼は黒色（ただし標本 1

の複眼は脱色して薄黄土色），呼吸区域の輪郭は

茶褐色（標本 2）．胸部背腹両面は薄黄土色，背

甲側葉背面と胸部背面に茶褐色の小斑点（標本 2）

が存在する．卵は黄土色（2024年 12月 27日に

両標本の色彩観察と写真撮影を行った）．

備考　今回，富山市科学博物館に収蔵されて

Fig. 2. Argulus japonicus, adult female (4.1 mm total length), TOYA-Cr 23794, collected in Hongo, Toyama City, Toyama Prefecture, central 
Japan, on 28 September 1996. A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view; D, abdomen, ventral view; D, coxa of first leg, ventral view. The 
specimen of A. japonicus was soaked in lactophenol, and the coxa (with a plumose seta) of the first leg was illustrated with the aid of a drawing 
tube attached to a phase-contrast compound microscope using the wooden slide procedure. The specimen was fixed in 10% formalin on the day 
of collection, later preserved in 70% ethanol, and photographed on 27 December 2024. Scale bars: A, B, 1 mm; C, 0.2 mm; D, 0.1 mm.
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いた富山県産エラオ属チョウ類 2個体の標本を調

べたところ，上記の形態学特徴を示した．これは，

わが国で過去に報告されたチョウの形態（中澤，

1914; Thiele, 1904; Tokioka, 1936a; Yamaguti, 1937; 

Nagasawa, 2021；長澤，2023a）と一致しており，

観察した 2標本をチョウに同定できた．

本論文のはじめで述べたように，わが国の野

生淡水魚から報告されているチョウ属エラオ類

は，チョウ，チョウモドキ，モウコチョウの 3種

である．このなかで，モウコチョウは背甲前縁中

央部が前方に突出する形態学的特徴から，前 2種

と容易に識別できる（Nagasawa et al., 2022）．いっ

ぽう，チョウとチョウモドキの形態は酷似するた

め（時岡，1965），両種の正確な同定には信頼で

きる分類形質を生物顕微鏡で精査することが必要

であり，最も容易で確実な方法は第 1胸肢底節後

縁の羽状剛毛数を数えることである．両種には，

羽状剛毛数に明確な違いがあり，羽状剛毛数が 1

本であればチョウ，4–9本であればチョウモドキ

に同定できる（Nagasawa et al., 2022; Nagasawa, 

2023a）．また，長澤・谷口（2021）が述べたよう

に，第 1小顎外縁部の支条数も両種に明確な違い

があり，チョウは 40–52本，チョウモドキは 60

本以上の支条を有する（長澤ほか，2024を参照）．

今回観察した富山県産標本では第 1胸肢底節後縁

の羽状剛毛数が 1本，第 1小顎外縁部の支条数が

50–52本であったので，上記のチョウの値と一致する．

わが国の水産分野における過去のチョウと

チョウモドキの同定に関して，最近，長澤・安信

（2024）は「寄生虫標本の形態を精査することなく，

養殖マス類に寄生する種をチョウモドキ，コイや

キンギョなどの養殖コイ科魚類に寄生する種を別

種のチョウとみなすことが慣例的に行われてき

た．しかし，そのような同定は科学的に通用せず，

両寄生虫とも宿主特異性を欠くため，宿主を根拠

にした同定は大きな誤りである．しかも，両寄生

虫の形態は酷似して，肉眼や実体顕微鏡下では区

別できない．両種を識別するには，生物顕微鏡を

用いて，第 1胸肢底節の羽状剛毛数や第 1小顎外

縁部の支条数などを観察・計数することが必要で

ある」と述べている．本研究の標本でも，生物顕

微鏡を用いた観察によってチョウに同定できた．

今後，水産分野でも，チョウ属エラオ類の標本を

同様に観察・同定することが望まれる．

今回，富山県からチョウを初めて報告した．し

かし，富山県の野生淡水魚にチョウが寄生するか

否かは不明であり，今後の研究課題である．また，

富山県近隣では，新潟県（Abe, 1988; Itoh and 

Honma, 1988）と石川県（長澤・石山，2019；長澤，

2025）からチョウが採集されている．岐阜県や長

野県からは未報告である．

なお，わが国ではチョウがキンギョに寄生し

た例が古くから知られており（Thiele, 1904；中澤，

1914；鈴木，1934；柴田，1936; Tokioka, 1936a, b; 

Yamaguti, 1937；寺尾，1941；木原，1960；木村，

1960, 1970；伊野波，1974; Shimura, 1983；高橋，

1989；小川，2006），身近な魚類寄生虫であると

言えよう．
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